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はじめに

日本海や瀬戸内海，有明海といった本邦周辺海域の

海底からは多数の長鼻類化石が発見されているが(亀

井， 1964， 1967; Hasegawa， 1972 ;樽野， 1988;高橋，

1990など)，太平洋側海底からの長鼻類化石の産出は

わずかしか報告されていない(岡崎， 1985， 1986などに
州灘

筆者は， 一色漁業協同組合所属の漁船により渥美半

島沖海底から発見され，一色町教育委員会を経て豊橋

市自然史博物館に寄贈された長鼻類大腿骨化石を調査

する機会を得た.本標本は，長鼻類化石の産出がわず

かである太平洋側海底からのものであることから，意

義ある標本と思われるので，ここに報告する.

産出地点及び産出層準

寄贈者によると本標本は底引き網漁中に渥美半島沖

海底より発見されたとのことであるが(第 1図)，そ

の詳しい産出状況ならびに産出地点は明らかではない.

また，標本表面にはゴカイ類の棲管やコケムシ類等の

海棲無脊椎動物が付着しているが，基質の岩石は全く

残存していない.このため産出層準ならびにそのタフ

オノミーを検討することは困難である.

しかし，一色漁業共同組合所属の漁船は渥美半島沖

水深 l仙 n以浅を中心に操業していること(出口， 1995)， 

それら海域の三河湾側には沖積層(森山， 2004)，遠

州灘側には更新統の渥美沖層群及び浜松沖層群が分布

第 1図.化石産出海域.
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の保存が比較的良好であるため遠距離を運搬されたと

は考えにくいことから，本標本は渥美半島沖遠州灘側

海底に分布している更新統から洗い出されたものと推

測される.

古生物学的記載

Order Proboscidea Illig巴r，1881 

Fam.， gen.巴tsp. ind巴t.

(第 2図)

所 蔵:豊橋市自然史博物館 (TMNH06537)

部 位:左大腿骨遠位部

産 地:渥美半島沖海底

記 載:遠位部が残存した標本で，表面には海棲

していること(荒井・田中， 2004)，更に化石残存部 無脊椎動物がほぼ全面に付着している.所々に磨耗が
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第 2図.渥美半島沖海底より発見された長鼻類左大腿骨遠位部 (TMNH06537).スケールパー:lOcm. 
1 :内側面;2 :前面;3 外側面;4:後面.

見られ， ~毎綿質が露出しているが，外形は十分に保持

している.

大腿骨体前面は，残存部の近位1/2付近まで一様の

|隔であるが，内・外側上頼の張り出しが明瞭であるた

めそれより遠位では幅広くなる.また，前方へのふく

らみが認められ，遠位になるほどふくらみは強くなる.

大腿骨体内側面は，前面と後面とでは鋭利な縁をつく

らず，滑らかに移行する.大腿骨体外側面は，後面と

外側面がつくる縁が残存部の近位では稜となっている

が，近位1/4付近から 2つの縁に分れ，小さな三角形

の面をつくっている.

遠位面から見て，外形は心形を呈し，中央は凹状と

なっている.近位面から見て，横断面は長軸が内外側

方向に走る楕円形を示す.

膝蓋面の形態は，遠位端のほぼ中央から近位の外側

方向にかけてやや斜上しており，遠位端から約 1/3の

位置でやや屈曲している.内・外側両縁は高く，ほほ

中央部がやや窪んでいる.

膝自面は浅く幅広いが，内側でやや深く窪んで、いる.

内側穎は卵形で，外側頼よりやや大きい.長軸は前

方内側方向から後方外側方向へ向き，関節面は外側遠

位方向を向く .外側頼は紡錘形をしている.長軸の方

向は内側頼のそれと平行で，関節面はやや内側遠位方

向を向く毎棲無脊椎動物の付着により頼間簡は認め

られないが，それら付着物の状態から非常に狭い溝状

の頼間簡の存在が推測される.

遠位部の軟骨結合は完全に癒合している.

計測値は以下の通りである.計測法は Has巴gawa

(1972)，および長津 (1990) に従った.

最大長 364mm 

遠位最大内外長 191 mm 

遠位最大前後長 175 mm 

内外側頼最大内外長 168 mm 

内側頼最大内外長 90mm 

外側頼最大内外長 87mm 

膝蓋面最大内外長 62mm 

本標本は，内 ・外側頼が明瞭に認められ，それらの

大きさの比較や内・外側上頼の張り出しから，左大腿

骨の遠位部であると同定される.そして，全体的な大

きさと形態から，本標本は長鼻目に属するものと判断

される.

考 察

産出層準は明らかではないが，前述のように本標本

は更新統産の可能性がある.本邦更新世には，ステゴ

ドン科 Stegodontidaeのアケボ、ノゾウ Stegodonaurorae， 

トウヨウゾウ Stegodonorientalis， ゾウ手ヰ Elephantida巴

のシガゾウ Mammuthusparamammonteus shigensis，プ

ロクシムスゾウ Mammuthus armeniacus proximus， 

マンモスゾウ Mammuthus primigenius，ナウマンゾウ

Palaeoloxodon naumanniの6種の長鼻類が生息していた
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とされており (Kawamura，1991)，本標本はこれらい

ずれかに属すると考えられる.シガゾウ，プロクシム

スゾウは大腿骨化石の産出が報告されておらず(高橋 ・

間島， 1984)，マンモスゾウは北海道からのみ産出し，

北海道が生息の南限と推測されているため (Takahashi

et al.， 2004)，本標本をアケボ、ノゾウ， トウヨウゾウ，

ナウマンゾウの大腿骨と比較 ・検討した.

樽野 (1988) によると，大腿骨体の外側縁の形態に

より，アケボノゾウおよびトウヨウゾウとナウマンゾ

ウとが判別可能とされているが，本標本の骨体は遠位

部にわずかに残存しているのみで，骨体外側縁の形態

による判別は不可能で、ある.また，長鼻類において大

腿骨遠位部の形態の類似性は高く，その形態から科よ

り下位の分類学的位置を決定することは困難とされて

いる(長津， 1990). 大腿骨遠位部の計測値は， トウ

ヨウゾウとナウマンゾウのそれが報告されているが

(Hasegawa，1972 ;亀井， 1978;野尻湖晴乳類グループ，

1980 ;日本橋ナウマンゾウ研究グループ， 1981;樽野，

1988 ;長津， 1990)，それらには明瞭な差が見られず，

本標本の計測値もそれら範囲内に含まれる.

従って，本標本がアケボノゾウ， トウヨウゾウ，ナ

ウマンゾウのどの種の大腿骨遠位部であるかを同定す

ることは困難であり，現時点では本標本の分類学的位

置を長鼻日に留めざるを得ないと考えられる.
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